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神
社
神
道
が
、変
動
の
激
し
い
現
代
社
会
の
中
で
、

今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
か
を
予
想
す
る
こ
と

は
、
誰
に
と
っ
て
も
困
難
な
作
業
で
あ
る
に
違
い
な

い
。
ま
し
て
や
、
安
易
に
希
望
的
な
観
測
や
、
む
や

み
に
悲
観
的
な
将
来
を
述
べ
て
も
、
有
用
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

近
年
、
戦
後
の
神
社
神
道
の
動
態
を
把
握
す
る
た

め
の
複
数
の
資
料
が
利
用
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
い
く
つ
か
の
変
化

が
、
今
後
も
継
続
す
る
と
し
た
ら
ど
う
な
る
か
を
考

え
る
こ
と
で
、
神
社
神
道
の
将
来
を
描
い
て
み
よ
う

と
思
う
。

　

今
後
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
以
外
の
変
化
、
特
に
好

ま
し
い
方
向
へ
の
変
化
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
た
め
に
は
、
重
大
な
内
的
も
し

く
は
外
的
要
因
が
生
じ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、

現
在
ま
で
の
傾
向
の
延
長
線
上
に
ど
の
よ
う
な
将
来

が
見
え
る
か
、
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　

用
い
る
資
料
で
あ
る
が
、六
十
余
年
に
わ
た
る「
神

社
活
動
に
関
す
る
全
国
統
計
」「
神
社
庁
活
動
概
況
」、

平
成
八
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
世
論
調
査
で
あ
る
「
神

社
に
関
す
る
意
識
調
査
」、「
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
世

論
調
査
」。
昨
年
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査「
神

社
・
神
職
に
関
す
る
実
態
調
査
」
で
あ
る
。
紙
数
の

関
係
も
あ
っ
て
、
舌
足
ら
ず
な
部
分
は
ご
寛
恕
い
た

だ
き
た
い
。
あ
ら
た
め
て
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
を
公
開

し
た
い
と
思
う
。

「
神
社
活
動
に
関
す
る
全
国
統
計
」
と 

「
神
社
庁
活
動
概
況
」

　

資
料
に
よ
る
と
、
戦
後
、
神
社
界
の
教
化
体
制
は

か
な
り
の
程
度
強
化
さ
れ
た
。
教
化
に
関
す
る
予
算

額
は
大
き
く
増
加
し
、
教
化
委
員
、
講
師
な
ど
、
教

化
要
員
は
増
え
て
い
っ
た
。
神
宮
大
麻
頒
布
は
斯
界

全
体
の
活
動
と
な
っ
た
。
社
頭
で
は
神
棚
や
国
旗
が

授
与
さ
れ
、
国
旗
掲
揚
塔
、
社
頭
掲
示
板
は
ど
の
神

社
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
社
報
の
発
行
も

一
般
的
に
な
っ
た
。

　

他
方
で
、
戦
後
増
え
続
け
た
例
祭
の
参
詣
者
、
初

詣
の
参
詣
者
、
神
札
の
授
与
数
、
守
札
の
授
与
数
が

減
少
に
転
じ
た
神
社
が
近
年
増
え
て
い
る
。
神
社
を

支
え
て
き
た
婦
人
会
、
子
供
会
、
青
年
会
も
ま
た
近

年
は
不
活
発
に
な
っ
た
。
氏
子
の
氏
神
離
れ
と
格
差

の
増
大
が
進
行
し
て
い
る
。

　

神
社
の
活
動
内
容
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
子
ど

も
に
関
わ
る
行
事
が
後
退
し
た
。
近
年
、
誕
生
児
の

命
名
、
幼
稚
園
数
と
園
児
数
が
減
少
し
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
活
動
が
低
下
し
て
い
る
。
他
方
で
、
神
葬
祭

や
神
葬
墓
地
が
増
加
す
る
な
ど
、
死
に
関
す
る
儀
礼

へ
の
関
わ
り
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

「
神
社
に
関
す
る
意
識
調
査
」
と 

「
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
世
論
調
査
」

　

両
世
論
調
査
は
、
日
本
人
が
ど
の
よ
う
に
神
社
と

関
わ
っ
て
い
る
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
調
査
に
は
か
な
り
厳
し
い
結
果
が
示
さ
れ

て
い
る
。「
氏
神
を
知
っ
て
い
る
」
と
す
る
回
答
者

の
割
合
は
、
第
一
回
の
平
成
八
年
か
ら
減
り
続
け
て

い
る
。
実
際
の
参
拝
状
況
を
加
味
す
る
と
、
氏
神
と

の
関
わ
り
を
全
く
持
た
な
い
日
本
人
が
五
割
を
超
え

て
い
る
。

　

神
棚
の
保
有
率
に
関
し
て
も
、
一
貫
し
て
減
り
続

け
、
現
在
は
全
国
平
均
で
四
割
、
大
都
市
部
で
は
二

割
余
り
と
な
っ
て
い
る
。

「
神
社
・
神
職
に
関
す
る
実
態
調
査
」

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
平
成
二
十
八
年
が
最
初

で
、
継
続
的
な
変
化
を
計
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

れ
で
も
、
質
問
に
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
変
化
を
尋

ね
る
質
問
や
将
来
の
展
望
に
関
す
る
質
問
が
含
ま
れ

て
い
て
、
本
務
宮
司
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か

を
う
か
が
う
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

　
「
神
社
に
関
す
る
実
態
調
査
」
で
は
、氏
子
、総
代
、

例
祭
の
奉
仕
の
形
態
、
教
化
活
動
に
加
え
て
、
神
社

の
収
入
に
関
し
て
も
設
問
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
氏

子
数
に
つ
い
て
は
回
答
者
の
七
割
が
「
減
少
」
と
回

答
し
て
い
る
。
主
た
る
理
由
は
「
地
域
の
人
口
が
減

少
し
た
か
ら
」
で
あ
っ
た
。
社
入
に
関
し
て
は

「
三
〇
〇
万
円
未
満
」
が
六
割
を
超
え
た
。
こ
う
し

た
傾
向
は
よ
り
「
過
疎
地
域
」
で
顕
著
に
示
さ
れ
て

い
る
。

  

ま
た
「
神
職
に
関
す
る
実
態
調
査
」
で
は
、
神
職

に
関
す
る
基
本
的
項
目
、
兼
業
の
実
態
の
他
に
、
宮

司
の
年
収
、
後
継
者
の
有
無
に
つ
い
て
も
尋
ね
て
い

る
。
後
継
者
が
「
い
る
」
と
回
答
し
た
者
は

六
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。

　
「
今
後
、
氏
子
・
崇
敬
者
は
ど
う
な
る
と
思
い
ま

す
か
」
と
い
う
質
問
に
は
、「
増
加
」
が
九
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
が

神
社
神
道
の
将
来石　

井　

研　

士
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先
ほ
ど
の
消
滅
予
想
さ
れ
る
神
社
の
割
合
で
い
え

ば
、
首
都
圏
や
大
規
模
都
市
を
含
む
都
道
府
県
は
低

く
、
東
京
都
は
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
大
阪
府
一
八
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
関
東
で
は
、
埼
玉
県
二
六

パ
ー
セ
ン
ト
、
神
奈
川
県
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
千
葉
県

四
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
茨
城
県
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
栃

木
県
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
群
馬
県
三
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
て
、
同
じ
関
東
で
も
か
な
り
の
差
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

も
う
す
こ
し
埼
玉
県
に
近
づ
け
て
述
べ
れ
ば
、
県

の
西
部
に
は
消
滅
可
能
性
自
治
体
が
集
ま
っ
て
い
る

一
方
で
、
東
京
都
心
に
近
い
地
域
は
、
人
口
減
少
に

関
す
る
限
り
は
問
題
が
な
い
。さ
ら
に
、支
部
と
い
っ

た
地
域
組
織
内
で
も
格
差
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い

い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
過
疎
地
や

限
界
集
落
に
位
置
す
る
神
社
で
も
、
十
分
な
存
続
基

盤
を
有
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
、
十
分
な
調
査
が
な
い
の

で
不
明
で
あ
る
が
、
単
に
人
口
だ
け
で
な
く
、
神
社

の
歴
史
的
経
緯
、地
域
社
会
に
お
け
る
特
異
な
役
割
、

神
職
や
そ
の
家
族
の
努
力
、
あ
る
い
は
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
な
ど
、
他
の
要
因
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

神
社
の
公
益
性
と
は
何
か

　

過
疎
地
や
限
界
集
落
に
位
置
し
て
い
る
神
社
は
、

し
だ
い
に
活
動
が
限
定
的
に
な
り
、
神
社
を
支
え
る

経
済
的
基
盤
が
い
っ
そ
う
脆
弱
化
し
て
存
続
が
困
難

に
な
っ
て
い
く
。
他
方
で
、
地
方
の
中
核
都
市
や
首

都
圏
な
ど
に
位
置
す
る
神
社
や
、
知
名
度
の
高
い
神

社
は
、
当
分
の
間
現
状
の
維
持
か
発
展
を
遂
げ
る
だ

ろ
う
。多
く
の
領
域
で
格
差
が
生
じ
て
い
る
現
状
で
、

そ
の
格
差
を
埋
め
る
よ
う
な
努
力
が
必
要
に
な
る
こ

と
は
明
か
で
あ
る
。

　

高
度
情
報
化
社
会
の
中
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ

デ
ィ
ア
な
ど
を
利
用
し
て
、
新
た
な
崇
敬
者
を
獲
得

す
る
た
め
に
多
様
な
事
業
が
興
る
が
、
一
部
は
商
業

主
義
的
な
性
格
を
い
っ
そ
う
強
く
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
こ
う
し
た
中
で
、
あ
ら
た
め
て
、
神
社
の
公
益

性
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

地
域
社
会
の
変
容
、
高
度
情
報
化
、
高
度
消
費
化

が
進
行
す
る
な
か
で
、「
地
域
」「
氏
子
」「
崇
敬
者
」

の
概
念
が
揺
ら
ぎ
、
変
容
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も

十
分
な
認
識
が
必
要
と
考
え
る
。
氏
神
は
誰
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
に
支
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
、

最
悪
の
事
態
も
想
定
し
な
が
ら
、
神
社
界
全
体
の
将

来
を
展
望
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
。

　

斯
界
が
一
体
と
な
っ
て
困
難
な
現
状
を
認
識
し
、

問
題
を
共
有
し
、
さ
ら
に
は
対
応
に
あ
た
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
ど
う
か
が
、
今
後
の
神
社
界
の
鍵
で
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
蓄

積
し
た
資
料
を
分
析
し
、
必
要
な
調
査
を
実
施
し
て

現
状
を
把
握
す
る
。
そ
の
う
え
で
智
恵
と
勇
気
を

持
っ
て
未
来
を
切
り
開
く
覚
悟
が
必
要
と
な
る
だ
ろ

う
。

�

（
國
學
院
大
學
副
学
長
・
神
道
文
化
学
部
教
授
）

「
減
少
」
を
予
想
し
た
。
そ
の
結
果
、「
一
〇
年
後
の

本
務
神
社
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
か
」

と
い
う
質
問
に
、「
ま
す
ま
す
栄
え
て
い
く
」
は
わ

ず
か
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
た
。
逆
に
「
寂

れ
て
い
く
」
は
五
割
を
超
え
た
。

　
「
一
〇
年
前
と
比
較
し
て
神
職
の
社
会
的
地
位
は

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
」
に
つ
い
て
は
、「
上
が
っ
て
い
る
」
が
一
二
パ
ー

セ
ン
ト
に
対
し
て
、「
下
が
っ
て
い
る
」
は
二
二
パ
ー

セ
ン
ト
と
一
〇
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

格
差
は
ど
こ
で
生
じ
る
の
か

　

戦
後
、
神
社
神
道
に
変
化
を
及
ぼ
し
て
き
た
基
本

的
な
変
動
は
、
政
治
体
制
の
変
化
、
教
育
内
容
の
変

化
、
産
業
構
造
の
変
動
、
地
域
社
会
の
解
体
と
流
動

化
、
家
族
構
造
の
変
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
容

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
地
域
社
会

の
変
容
は
直
接
大
き
な
変
化
を
及
ぼ
し
た
。

　

こ
こ
で
は
詳
述
を
避
け
る
が
、
試
算
に
よ
る
と

二
〇
四
〇
年
ま
で
に
神
社
本
庁
傘
下
の
約
四
割
の
神

社
が
人
口
減
少
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
結
果
も
で
て
い
る
。都
道
府
県
別
に
見
る
と
、

北
海
道
や
東
北
諸
県
で
高
い
数
値
が
示
さ
れ
て
い

る
。
数
値
を
挙
げ
る
と
、北
海
道
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

青
森
県
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
秋
田
県
九
九
パ
ー
セ
ン

ト
な
ど
で
あ
る
。

　
「
消
滅
」
自
体
は
確
か
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、｢

格
差｣

の
問
題
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
格
差
は
ど
こ
で
生
じ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
生
じ
、
問
題
を
複

雑
に
し
、
対
応
を
困
難
に
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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十
月
七
日
、
新
庁
舎
建
設
委
員
会
が
武
蔵
一
宮
氷

川
神
社
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

事
務
局
よ
り
工
事
の
進
捗
状
況
の
説
明
の
ほ
か
、

今
後
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。そ
の
後
、

委
員
に
は
工
事
中
の
新
庁
舎
内
を
ご
視
察
頂
い
た
。

　

引
き
続
き
、埼
玉
県
神
社
庁
本
宗
奉
賛
委
員
会（
押

田
豊
委
員
長
）
が
、
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
先
ず

事
務
局
か
ら
、
平
成
二
十
八
年
度
神
宮
大
麻
暦
交
付

数
等
、
本
宗
奉
賛
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。
次
い
で
、
三
カ
年
継
続
神
宮
大
麻
都
市

頒
布
向
上
計
画･

モ
デ
ル
支
部
で
あ
る
秩
父
・
旧
大

里
・
旧
北
葛
飾
支
部
の
取
り
組
み
、
過
去
の
指
定
支

部
も
含
め
て
各
支
部
長
・
事
務
局
長
・
関
係
団
体
・

総
代
会
か
ら
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
小
ホ
ー

ル
に
移
動
し
、
埼
玉

県
神
社
庁
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
祭
が
氷
川

神
社
職
員
に
よ
り
斎

行
さ
れ
た
。終
了
後
、

神
宮
大
麻
暦
頒
布
表

彰
が
あ
り
、
優
良
支

部
並
び
に
優
良
者
に

表
彰
状
・
記
念
品
が

授
与
さ
れ
た
。

�

（
庁
報
編
集
委
員
）

新
庁
舎
建
設
委
員
会
並
び
に

本
宗
奉
賛
委
員
会
・
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
祭

髙　

橋　

寛　

司

平
成
二
十
八
年
度
教
養
研
修
会

開
催
の
お
知
ら
せ

中　

山　

真　

樹

「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ
う
！
」

開
催
に
つ
い
て

宮　

本　

洋　

平

期　
　

日　

平
成
二
十
九
年
三
月
二
日
（
木
・
赤
口
）

会　
　

場　

川
越
市
「
氷
川
会
館
」

研
修
主
題　
『
社
を
守
る
～
社
殿
の
維
持
管
理
～
』

開
催
趣
旨　

私
た
ち
神
職
や
氏
子
に
と
っ
て
神
聖
な

祭
祀
空
間
で
あ
る
神
社
の
境
内
施
設
は
、
日
頃
の
祭

祀
や
心
地
良
い
参
拝
を
続
け
る
た
め
、
各
社
、
不
断

の
努
力
に
よ
っ
て
営
繕
が
繰
り
返
さ
れ
、
現
在
ま
で

維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
祭
祀
の
中
心
と
な
る

社
殿
に
お
い
て
は
、
彫
刻
や
彩
色
な
ど
荘
厳
の
維
持

や
、
神
さ
び
て
も
清
浄
さ
を
保
っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
、
社
殿
は
地
域
文
化
を
伝
え
る
歴

史
的
建
造
物
と
し
て
、
今
後
も
文
化
財
と
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
、
安
易
な
修
理
・
修
繕
、
改
築
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
我
々
神
職
が
、
神
社
建
築
に
つ
い
て
の
基

礎
知
識
を
身
に
付
け
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
本
研
修
で
は
、
神
社
建
築
の
基
礎
や
修
復
に
つ

い
て
学
ぶ
と
共
に
、
歴
史
的
価
値
や
文
化
財
の
保
護

に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。ま
た
、

今
回
は
座
学
だ
け
で
な
く
、
修
復
中
の
社
殿
や
修
復

さ
れ
た
文
化
財
の
見
学
な
ど
も
行
い
ま
す
。

講　
　

師　

デ
ー
ビ
ッ
ト
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏

�

（
㈱
小
西
美
術
工
藝
社
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
）

　
　
　
　
　

埼
玉
県
教
育
局
市
町
村
支
援
部

　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
文
化
財
課　

担
当
職
員

申　
　

込　

二
月
二
十
日
締
切（
支
部
事
務
局
ま
で
）

�

（
教
化
委
員
会
研
修
部
班
長
）

　

三
月
二
十
六
日
（
日
・
赤
口
）、
武
蔵
一
宮
氷
川

神
社
に
お
き
ま
し
て
、「
神
主
さ
ん
と
神
社
を
学
ぼ

う
！
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。　

　

空
前
の
御
朱
印
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
多
く
の
方
の

足
が
神
社
へ
向
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
県

内
神
社
の
御
朱
印
を
一
堂
に
集
め
た
「
埼
玉
県　

神

社
御
朱
印
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
多
く

の
方
々
に
御
朱
印
の
魅
力
よ
っ
て
県
内
各
社
へ
足
を

運
ぶ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
他
に
も
、
詳
し
い
御
朱
印
に
つ
い
て
の
講
話
や
、

御
朱
印
帳
手
作
り
体
験
な
ど
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

御
朱
印
に
関
す
る
企
画
以
外
に
も
、「
武
蔵
一
宮

氷
川
神
社　

明
治
天
皇
御
親
祭
に
つ
い
て
」「
忠
魂

碑
に
つ
い
て
」の
各
講
話
や「
県
内
神
社
の
紹
介
」「
神

話
講
談
」「
神
話
カ
レ
ン
ダ
ー
原
画
展
」を
行
い
ま
す
。

神
楽
殿
に
お
い
て
は
、「
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財　

里
神
楽
の
奉
奏
」
國
學
院
大
學
学
生
に
よ
る
「
雅
楽
・

神
楽
舞
の
奉
奏
」
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、境
内
で
は
、

「
氷
川
神
社
職
員
に
よ
る
境
内
案
内
」や「
氏
神
検
索
・

神
社
神
棚
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
致
し
ま
す
。

　

各
種
催
し
や
当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
掲
載
し
た

チ
ラ
シ
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
氏
子
や
参
拝

者
へ
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
神
社
庁
ま
で
お

問
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
「
埼
玉
県　

神
社
御
朱
印
展
」
に
展
覧
い
た
し
ま

す
御
朱
印
の
、
神
社
庁
へ
提
出
の
締
め
切
り
が
、
二

月
末
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
主
旨
に
御
理
解
と
御

賛
同
頂
け
ま
す
方
は
自
社
御
朱
印
を
期
日
ま
で
に
ご

提
出
頂
け
ま
す
よ
う
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
詳
し
く
は
神
社
庁
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

�

（
教
化
委
員
会
教
化
広
報
部
班
長
）
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庁舎移転のお知らせ

埼玉県神社庁
TEL 048-643-3542  FAX 048-641-8959

（電話・ＦＡＸ番号は変更ありません）

このたび埼玉県神社庁は、庁舎を下記へ移転いたしました。
今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

【新住所】
〒330-0803
埼玉県さいたま市大宮区高鼻町1-447-1
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複
雑
多
様
化
す
る
懲
戒
事
案
に
現
行
の
懲
戒
規
程

で
は
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
懲
戒

規
程
の
大
幅
な
見
直
し
・
整
備
を
行
ひ
ま
し
た
。
主

な
改
正
点
は
次
の
六
点
に
な
り
ま
す
。

一
、
対
象
者
と
な
る
の
は
だ
れ
な
の
で
せ
う
か

�

―
懲
戒
規
程
の
対
象
者
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
懲
戒
規
程
の
対
象
者
は
庁
規
第
五
条

に
規
定
す
る
全
職
員
と
な
っ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
本
規

程
は
一
般
労
働
法
規
に
か
か
る
懲
戒
で
は
な
く
、
包

括
宗
教
団
体
と
し
て
の
懲
戒
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

対
象
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
の
内
、
統
理
が
任

命
し
た
者
（
庁
規
第
八
十
七
条
に
規
定
す
る
神
職
、

神
社
庁
参
事
）
並
び
に
統
理
の
指
揮
を
受
け
て
職
務

を
行
ふ
者
、
長
老
、
名
誉
宮
司
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
包
括
宗
教
団
体
と
し
て
の
懲
戒
と
い
ふ
点
か

ら
、
現
任
者
の
み
な
ら
ず
、
か
つ
て
当
該
職
に
在
っ

た
者
に
つ
い
て
も
、
本
規
程
の
対
象
と
し
て
ゐ
る
点

が
大
き
な
変
更
点
に
な
り
ま
す
。

　

尚
、
今
後
、
神
社
に
お
け
る
、
い
は
ゆ
る
労
使
に

か
か
る
問
題
並
び
に
神
職
以
外
の
職
員
の
懲
戒
に
か

か
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
各
雇
用
が
就
業
規
則
等
の

定
に
基
づ
き
対
応
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
神
社
・
神

社
庁
に
於
い
て
は
、
労
使
問
題
等
に
備
へ
て
常
に
法

令
を
確
認
さ
れ
、
就
業
規
則
等
に
は
万
全
を
期
し
て

下
さ
い
。

二
、
ど
の
や
う
な
事
由
が
懲
戒
対
象
と
な
り
、

　

ど
の
や
う
な
処
分
が
な
さ
れ
る
の
で
せ
う
か

�

―
懲
戒
事
由
と
処
分
内
容
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
、
懲
戒
対
象
と
な
る
事
由
や
そ
の
処
分

内
容
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
ゐ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
懲
戒
事
由
は
第
二
条
に
、
処
分

内
容
に
つ
い
て
は
第
三
条
に
夫
々
定
め
、
さ
ら
に
詳

細
な
事
項
（
よ
り
具
体
的
な
対
象
と
な
る
事
由
等
）

に
つ
い
て
は
施
行
細
則
を
以
て
定
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
神
社
本
庁
憲
章
や
庁
規
、
そ
の
他

諸
規
程
に
著
し
く
違
背
す
る
行
為
が
判
明
し
た
り
、

神
職
と
し
て
の
資
質
に
欠
け
る
行
為
が
判
明
し
た
場

合
な
ど
、
規
程
第
二
条
に
該
当
す
る
事
案
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
規
程
第
三
条
に
定
め
る
処
分
を
受
け

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

三�

、
ど
の
や
う
に
し
て
懲
戒
処
分
が
な
さ
れ
る
の
で

せ
う
か

�

―
懲
戒
手
続
き
に
つ
い
て

　

で
は
、
実
際
に
懲
戒
の
対
象
と
な
る
事
案
が
起

こ
っ
た
場
合
、
ど
の
や
う
に
し
て
処
分
が
な
さ
れ
る

の
で
せ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
具

体
的
な
手
続
き
等
が
定
め
ら
れ
て
ゐ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
そ
の
手
続
き
の
一
つ
と
し
て
、
懲
戒

対
象
者
に
応
じ
て
具
申
者
を
定
め
、
統
理
宛
に
具
申

す
る
こ
と
を
明
確
に
定
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
も
う
一

つ
は
、
統
理
宛
に
具
申
さ
れ
た
懲
戒
は
、
統
理
の
諮

問
に
応
じ
て
、
人
事
委
員
会
及
び
懲
戒
委
員
会
で
審

議
さ
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
懲
戒
事
由

が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
規
程
第
四
条
に
定
め
る
具

申
者
が
、
具
申
書
を
作
成
し
、
神
社
庁
長
が
意
見
を

付
し
て
、
統
理
宛
に
具
申
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
在
職
し
た
者
を
具
申
す
る
場
合
も
、

規
程
第
四
条
の
定
に
準
じ
、
当
該
人
の
職
に
応
じ
た

具
申
者
が
具
申
書
を
作
成
し
、
神
社
庁
長
の
意
見
を

付
し
て
進
達
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

尚
、
懲
戒
具
申
に
あ
た
っ
て
は
、
神
社
庁
長
は
意

見
を
付
す
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
証
拠
と
な
る
書
類

を
添
付
し
、
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
づ

は
当
該
神
社
庁
へ
御
相
談
下
さ
い
。

四�

、
刑
事
事
件
に
関
し
て
起
訴
さ
れ
た
り
、
逮
捕
・

勾
留
さ
れ
た
場
合
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
せ

う
か

　

―�

役
職
員
進
退
に
関
す
る
規
程
第
二
十
三
条
第
一

項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
該
当
す
る
事
件
が
発

生
し
た
場
合

　

此
度
の
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
本
規
程
の
対
象
と

懲
戒
規
程
の
改
正
に
つ
い
て
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な
る
者
が
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
さ
れ
た
と
き
及
び

刑
事
事
件
に
関
し
逮
捕
さ
れ
勾
留
さ
れ
た
と
き
等
は

神
社
庁
長
よ
り
統
理
宛
に
報
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
今
後
、
当
該
事
案
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
、
当
該
神
社
庁
に
御
報
告
下
さ
い
。

五
、
懲
戒
処
分
の
解
除
は
可
能
な
の
で
せ
う
か

�
―
懲
戒
処
分
の
解
除
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
懲
戒
処
分
の
解
除
に
つ
い
て
は
定
め
ら

れ
て
ゐ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
状
況
に
応
じ
て
処
分
の

解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
懲
戒
規
程

全
体
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

　

尚
、
懲
戒
処
分
の
解
除
は
、
懲
戒
処
分
か
ら
十
年

経
過
し
、
且
つ
本
人
の
改
悛
の
情
が
明
ら
か
な
こ
と

が
証
明
さ
れ
た
場
合
と
な
り
ま
す
。こ
の
場
合
に
は
、

規
程
第
十
条
に
定
め
る
具
申
者
（
総
長
或
い
は
神
社

庁
長
）
が
、
具
申
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

六
、
施
行
細
則
の
制
定
に
つ
い
て

　

懲
戒
規
程
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
規

程
と
懲
戒
委
員
会
規
程
の
み
を
以
て
実
施
さ
れ
、
処

分
の
具
体
的
な
運
用
の
定
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
円
滑
な
事
務
を
行
ふ
た
め
、
懲
戒
規
程
の

実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項（
処
分
の
適
用
事
由
等
）

を
施
行
細
則
に
新
た
に
定
め
ま
し
た
。

　

昨
年
、
神
社
本
庁
の
五
月
定
例
評
議
員
会
に
お
い

て
、「
役
職
員
進
退
に
関
す
る
規
程
」
ほ
か
諸
規
程

の
変
更
が
可
決
さ
れ
、
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
は
、
御
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
改
正
に
伴
い
、
御
留
意
い
た
だ
き
た
い
点
に
つ

い
て
改
め
て
お
示
し
い
た
し
ま
す
。

宮
司
・
禰
宜
以
下
の
任
命
具
申
手
続
き
に
つ
い
て

　

宮
司
の
任
命
具
申
に
あ
た
っ
て
は
、
具
申
書
に
給

与
す
べ
き
俸
給
額
を
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
俸
給
額
に
つ
い
て
は
雇
用
に
関
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
の
改
正
に
よ
り

記
載
不
要
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
別
紙
一
様
式
に
よ

り
具
申
書
を
作
成
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
に
管
内
に
在
職
す
る
者
を
具
申
す
る
場

合
は
、
履
歴
書
及
び
階
位
証
明
書
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
履
歴
書
及
び

階
位
証
明
書
、
誓
約
書
そ
の
他
必
要
書
類
を
添
付
し

て
任
命
具
申
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

禰
宜
以
下
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
宮
司
任
命
手
続

き
と
基
本
的
に
は
同
様
で
あ
り
ま
す
が
、
責
任
役
員

の
同
意
を
必
要
と
せ
ず
、
当
該
神
社
宮
司
の
同
意
を

要
し
、
さ
ら
に
当
該
神
社
宛
の
誓
約
書
の
添
付
を
要

し
ま
す
の
で
、
別
紙
二
様
式
に
よ
り
具
申
書
を
作
成

願
い
ま
す
。

　

申
請
書
の
雛
形
は
、
埼
玉
県
神
社
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
サ
イ
ト
内
検
索
の
と
こ

ろ
に
「
書
類
」
ま
た
は
「
申
請
」
と
ご
入
力
・
検
索

い
た
だ
き
ま
す
と
、
各
種
申
請
用
紙
の
と
い
う
ペ
ー

ジ
が
開
き
ま
す
。
そ
ち
ら
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
御
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
役
職
員
進
退
に
関
す
る
規
程
」
ほ
か

諸
規
程
の
改
正
に
伴
う
留
意
点
に
つ
い
て

（「
月
刊
若
木
」
第
8
0
5
号
附
録
よ
り
転
載
）

（別紙１　宮司任命具申書）
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神
職
任
用
に
際
し
て
の
誓
約
書
徴
取
に
つ
い
て

　

昭
和
六
十
年
よ
り
初
め
て
神
職
と
し
て
任
用
さ
れ

る
方
は
、
誓
約
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
、
神
社
本
庁
憲
章
を
逸

脱
し
、
神
社
・
神
職
の
社
会
的
信
用
を
著
し
く
失
墜

さ
れ
る
事
件
が
度
々
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
環
境
の
変
化
を
鑑
み
、
は
じ
め
て

神
職
と
し
て
任
用
さ
れ
る
際
だ
け
で
は
な
く
、
初
任

で
は
な
い
新
任
、
昇
任
、
再
任
、
転
任
（
本
務
替
を

含
む
。）、
降
格
し
た
神
職
等
の
任
用
に
際
し
て
は
、

い
ず
れ
の
場
合
も
誓
約
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

【
御
参
考
】

通
達
第
七
号　
（
平
成
二
十
八
年
六
月
十
日
付
・
神

社
本
庁
総
長
名
都
道
府
県
神
社
庁
長
宛
）

神
職
任
用
に
際
し
て
誓
約
書
徴
取
の
件

�

（
昭
和
六
十
年
通
達
第
一
号
）
の
変
更
に
つ
い
て

　

昭
和
六
十
年
三
月
二
十
六
日
付
通
達
第
一
号
を
以

て
、
神
職
と
し
て
新
た
に
任
用
さ
れ
る
者
は
、
任
用

に
先
立
ち
誓
約
書
を
徴
取
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
日

に
至
っ
て
を
お
り
ま
す
。

　

当
時
の
通
達
中
「
一
、
そ
の
他
」
に
お
い
て
「
こ

の
誓
約
書
は
、
初
め
て
神
職
に
任
用
さ
れ
る
者
に
つ

い
て
義
務
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
昇
任
、
転
任
な
ど

そ
れ
以
外
の
発
令
に
際
し
て
ま
で
含
む
も
の
で
は
な

い
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
謂
「
初
任
」
時
に
誓

約
書
を
徴
取
す
る
の
み
で
、
そ
の
後
の
昇
任
、
転
任
、

ま
た
は
一
旦
退
職
し
た
後
の
再
任
用
な
ど
の
場
合
に

お
い
て
、
誓
約
書
提
出
の
義
務
付
は
し
て
を
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
昨
今
、神
社
本
庁
憲
章
の
精
神
を
逸
脱
し
、

社
会
秩
序
・
職
場
秩
序
を
紊
す
者
や
、
神
社
関
係
者

間
で
の
諍
ひ
に
よ
り
、
事
案
に
よ
っ
て
は
法
廷
闘
争

に
発
展
す
る
な
ど
、
神
社
・
神
職
へ
の
社
会
的
信
用

を
著
し
く
失
墜
さ
せ
る
や
う
な
事
件
が
度
々
お
こ
っ

て
ゐ
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年
の
通
達
か
ら
三
十
年
が

経
過
し
、
社
会
環
境
や
関
係
法
令
が
大
き
く
変
化
し

た
状
況
に
鑑
み
、
今
後
の
神
職
任
用
に
際
し
て
誓
約

書
徴
取
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
通
り
施
行
す
る
こ
と

と
し
ま
す
の
で
、
お
取
扱
ひ
の
程
宜
し
く
お
願
ひ
申

上
げ
ま
す
。

記

一
、
目　

的

　
　

�　

神
職
と
し
て
の
任
用
に
あ
た
り
、
神
社
本
庁

憲
章
並
び
に
庁
規
・
諸
規
定
を
遵
守
す
る
こ
と

を
誓
約
さ
せ
る
と
共
に
、
神
職
の
使
命
の
重
大

さ
、
さ
ら
に
は
職
員
と
し
て
の
役
割
を
再
確
認

さ
せ
、
職
責
を
全
う
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

一
、
対　

象

　
　

�　

庁
規
第
五
条
に
定
め
る
職
員
の
内
、
庁
規
第

八
十
七
条
第
一
項
に
定
め
る
神　
　
　
　
　

職

と
し
て
、
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
以
降
に
発

令
さ
れ
た
左
の
者
に
つ
い
て
、
誓
約
書
を
徴
取

す
る
。

　
　

一　

は
じ
め
て
神
職
と
し
て
任
用
さ
れ
る
者

　
　

二�　

初
任
で
は
な
い
新
任
、
昇
任
、
再
任
、
転

任
（
本
務
替
を
含
む
。）、
降
格
し
た
神
職

　
　
　

�　

従
っ
て
、
出
仕
等
神
職
に
準
じ
て
日
勤
す

る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
対
象
と
し
な
い
。

一
、
誓
約
書
様
式

　
　
　
　

別
紙
（
一
）（
二
）
の
通
り
と
す
る
。

　
　
　
　

但
し
、
署
名
は
本
人
自
筆
と
す
る
。

　
　
　
　

�

尚
、
就
業
規
則
（
服
務
規
程
）
の
定
め
の

な
い
神
社
に
あ
っ
て
は
、別
紙
（
二
）「
さ

ら
に
は
就
業
規
則
（
服
務
規
程
）」
部
分

を
外
す
こ
と
。

一
、
提　

出

　
　

�　

前
記
様
式
に
よ
り
、前
記
各
号
の
該
当
者
は
、

統
理
宛
誓
約
書
別
紙
（
一
）
と
神
社
宛
誓
約
書

（
権
宮
司
以
下
の
者
）
別
紙
（
二
）
を
任
命
を

う
け
よ
う
と
す
る
全
て
の
神
社
そ
れ
ぞ
れ
作
成

し
署
名
捺
印
し
て
任
命
具
申
書
に
添
付
の
上
、

統
理
宛
提
出
す
る
。

　
　

�　

但
し
、
神
社
宛
誓
約
書
に
つ
い
て
は
、
写
を

具
申
書
に
添
付
す
る
こ
と
。

一
、
発　

令

　
　

�　

神
社
庁
は
、
役
職
員
進
退
に
関
す
る
規
程
第

五
条
の
定
め
に
従
ひ
、
神
職
の
任
命
に
あ
た
る

が
、該
当
者
に
つ
い
て
必
ず
誓
約
書
を
徴
取
し
、

且
つ
提
出
さ
れ
た
誓
約
書
そ
れ
ぞ
れ
に
不
備
の

な
い
や
う
確
認
し
た
後
、
発
令
す
る
。

（別紙₂　禰宜（権禰宜）任命具申書）



（平成２9年１月31日） № 219　（　）  埼 玉 県 神 社 庁 報 12

10
・
17　
　
　

研
修
部
会
（
中
山
班
）�

於　

川
越
・
氷
川
会
館

10
・
18　
　
　

東
京
都
神
社
庁
設
立
七
十
周
年
記
念
大
会

　
　
　
　
　
　
　

中
山
庁
長
出
席�

於　

明
治
神
宮
会
館

　
　
　
　
　
　

事
業
部
会
（
新
渡
戸
班
）�

於　

大
宮
・
氷
川
神
社

10
・
20　
　
　

群
馬
県
神
社
庁
設
立
七
十
周
年
記
念
大
会

　
　
　
　
　
　
　

前
原
参
事
出
席�

於　

伊
勢
崎
市
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　

正
副
教
化
委
員
長
会�

於　

大
宮
区
内

10
・
25　
　
　

庁
報
編
集
会
議�

於　

神
社
庁

　
　
　
　
　
　

教
化
広
報
部
会�

於　

大
宮
・
氷
川
神
社

10
・
25
～
26　

神
社
庁
祭
式
講
師
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　

高
梨
祭
式
講
師
出
席�

於　

神
社
本
庁

10
・
26　
　
　

山
梨
県
神
社
庁
設
立
七
十
周
年
記
念
大
会

　
　
　
　
　
　
　

中
山
庁
長
・
大
野
総
代
会
長
出
席

�

於　

甲
府
市
・
コ
ラ
ニ
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

新
庁
舎
建
設
委
員
会
（
式
典
部
門
）

　
　
　
　
　
　

神
社
庁
研
修
所
講
師
会�

於　

大
宮
・
氷
川
神
社

11
・
1　
　
　

事
業
部
会
（
新
渡
戸
班
）�

於　

大
宮
・
氷
川
神
社

11
・
10　
　
　

一
都
七
県
神
社
庁
長
会

　
　
　
　
　
　

竹
本
副
庁
長
・
前
原
参
事
出
席�

於　

明
治
記
念
館

11
・
12　
　
　

日
本
会
議
埼
玉
理
事
会　

�

髙
橋
主
事
補
出
席

�

於　

武
蔵
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
・
15　
　
　

新
庁
舎
第
一
回
施
主
検
査　

武
田
主
事
補
出
席

11
・
21　
　
　

教
化
委
員
会
役
員
会

　
　
　
　
　
　

研
修
部
会
（
中
山
班
・
恩
田
班
）

　
　
　
　
　
　

事
業
部
会
（
新
渡
戸
班
・
嶋
田
班
）

　
　
　
　
　
　

新
庁
舎
第
二
回
施
主
検
査

　
　
　
　
　
　
　

中
山
庁
長
・
竹
本
・
押
田
両
副
庁
長
出
席

11
・
24　
　
　

支
部
長
懇
話
会�

於　

秩
父
神
社

11
・
25　
　
　

新
庁
舎
取
扱
説
明
会　

神
社
庁
職
員
出
席

11
・
26　
　
　

千
葉
県
神
社
庁
新
庁
舎
竣
工
祝
賀
会

　
　
　
　
　
　
　

中
山
庁
長
出
席�

於　

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

11
・
28　
　
　

�

神
社
庁
研
修
所
運
営
会
議
・
神
社
庁
関
係
団
体
連
絡
協

議
会�

於　

大
宮
・
氷
川
神
社

11
・
29　
　
　

一
都
七
県
神
政
連
協
議
会
当
番
事
務
引
き
継
ぎ

　
　
　
　
　
　
　

神
政
連
東
京
都
本
部
事
務
局
職
員
来
庁

庁
務
日
誌
抄

11
・
29
～
30　

全
国
教
化
会
議

　
　
　
　
　
　
　

山
田
教
化
委
員
長
・
原
副
委
員
長
出
席

�

於　

神
社
本
庁

11
・
30　
　
　

新
庁
舎
引
き
渡
し

　
　
　
　
　
　

教
化
広
報
部
会�

於　

大
宮
・
氷
川
神
社

12
・
1　
　
　

教
誨
師
連
盟
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

前
原
参
事
出
席�

於　

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎

12
・
9　
　
　

正
副
庁
長
会

　
　
　
　
　
　

神
社
庁
役
員
会�

於　

大
宮
・
清
水
園

12
・
10　
　
　

今
こ
そ
憲
法
改
正
を
！
埼
玉
県
民
大
会

　
　
　
　
　
　
　

中
山
庁
長
他
百
二
十
名
参
加�

於　

狭
山
市
民
会
館

12
・
19
～
20　

新
庁
舎
引
越
し
作
業

12
・
21　
　
　

新
庁
舎
に
お
い
て
業
務
開
始

平
成
二
十
九
年

1
・
16　
　
　

庁
報
編
集
会
議�

於　

神
社
庁

1
・
19　
　
　

埼
玉
県
宗
教
連
盟
理
事
会
・
新
年
会

�

於　

浦
和
・
高
砂

1
・
20　
　
　

神
社
庁
新
年
互
礼
会　

九
十
四
名
出
席

�

於　

大
宮
・
清
水
園

1
・
23　
　
　

教
化
広
報
部
会�

於　

神
社
庁

任
免
辞
令

任10
・
15　

深
瀬　

直
一　

新　

武
野
神
社
禰
宜�

（
北
足
立
）

11
・
1　

宮
澤　
　

泉　

新　

久
伊
豆
神
社
権
禰
宜�

（
埼
玉
東
）

12
・
1　

田
所　

常
行　

兼　

久
下
神
社
宮
司�

（
大
里
児
玉
）

12
・
1　

茂
木　

治
男　

兼　

愛
宕
神
社
宮
司�

（
大
里
児
玉
）

本
務
替

12
・
1　

田
所　

常
行　

新　

久
下
神
社
宮
司�

（
大
里
児
玉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧　

伊
奈
利
神
社
権
禰
宜�

（
大
里
児
玉
）

免10
・
31　

佐
倉　
　

聡　

本　

氷
川
神
社
権
禰
宜�

（
入
間
東
）

12
・
2　

田
所　

常
行　

兼　

伊
奈
利
神
社
権
禰
宜�

（
大
里
児
玉
）

帰
幽

　
　
　
　

久
下
神
社
宮
司　

栗
原　

行
平�

（
大
里
児
玉
）

�

（
十
月
二
十
二
日　

享
年
八
十
五
歳
）

　
　

�　

別
表
に
掲
げ
る
神
社
の
宮
司
、
権
宮
司
等
神

社
庁
長
に
委
任
さ
れ
な
い
神
職
の
任
命
に
つ
い

て
は
、
任
命
具
申
書
に
誓
約
書
を
添
付
さ
せ
、

進
達
の
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
本
庁
は
同
様

に
取
扱
ふ
。

一
、
誓
約
書
の
保
管

　
　

�　

誓
約
書
は
、
神
社
庁
に
於
い
て
任
命
関
係
書

類
と
共
に
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

一
、
そ
の
他

　
　

�　

本
庁
に
て
直
接
取
扱
ふ
庁
規
第
九
十
条
第
二

項
に
か
か
る
宮
司
の
特
任
、
さ
ら
に
は
統
理
が

承
認
す
る
直
階
宮
司
代
務
者
に
か
か
る
事
務
に

つ
い
て
も
必
要
書
類
と
し
て
誓
約
書
を
添
付
す

る
こ
と
。

�
以　

上（別紙　誓約書）


